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組織論

• 組織とは、全体社会のなかで、特定のタイ
プの目標を達成するために組織された社
会システムである（パーソンズ）
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• 組織とは、目標に志向し、境界を維持する、
社会的に構成された活動システムである
（アルドリッチ）

•目標志向性

•境界維持

•活動システム

環境

組織
社会構造

技術 目標

参加者

組織観と組織のモデル

• 内部組織の理解

– 閉鎖システムモデル

• 合理的システムモデル、自然システムモデル

• 組織と環境（組織の進化、組織と制度）

– 開放システムモデル

• 組織間関係

– 開放システムモデル

専門化

ハイアラキー 規則 非個人性

公私の分離 文書主義 専門能力・年功キャリア

伝統的支配
カリスマ的支配

官僚制（合法的支配）

大規模かつ複雑な事業

貨幣経済の発達→給与

プロテスタンティズムなど

近代的輸送・情報伝達手段

高い教育水準

合法的支配の正当性

大規模・複雑な問題解決へ
の技術的に最も優れた組織

行政手段の集中化、個人が
組織に統制される

官僚制が情報を独占する

永続する（破壊されにくい）

社会的差別の平準化
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テーラーの科学的管理法

作業の科学（時間・動作研究）

科学的に基づいた適材適所

管理者と労働者の分業

業務のマニュアル化

大量生産

組み立てライン工場

オートメーション化

ファヨルによる管理の５要素

– 予測（計画）、組織、命令、調整、統制

組織設計＝分業と調整のあり方を決めること

１．部門化の原則（分業）

２．スカラー原則（調整）

３．命令の統一(一元化）の原則（調整）

４．管理の幅の原則（調整）

５．スタッフ・ライン原則（調整）

６．例外原則（調整）

サイモンの経営行動の理論

経済人モデル
（合理的意思決定）

経営人モデル
（制約された合理性）

組織は個人の合理性の限界を克服する

意思決定を単純化する
目標設定と目標分解

満足基準
探索・逐次的

価値前提に
基づく意思決定
（目的の選択）

事実前提に
基づく意思決定

ルーチン化
による単純化

マートンのモデル

コントロールの要求
(規則の遂行と遵守）

信頼性の強調
（規則の数の増加）

個々の行為の
防衛可能性

行動の硬直性と
地位の組織的防衛

顧客との軋轢の量

個々の行為の
防衛可能性の
必要感

手段の目的化
（目標の転移）
儀礼主義
新しいことへの
不適応

グルドナーのモデル

コントロールの要求

一般的で非個
人的な諸規則

勢力関係
の可能性

個人間関係の
緊張の度合い

受容可能な最小限の
行動についての知識

組織目標と達成
実績との乖離

監督の厳格さ

①明示機能
②隠蔽機能
③遠隔操作機能
④懲罰正当化機能
⑤応報機能
⑥無関心維持機能

セルズニックのモデル

権限の委譲

専門化された技能
の訓練の量

下位単位間の
利害の分岐

参加者による下位
目的の内面化（全体
目標の軽視）

意思決定の内容
（部分最適）

参加者による
組織目的の
内面化

組織目的
の操作性
（測定可能性）

（部門化）

①組織の正当性・政治的支持
　　の必要性
②意思決定への取り込み
③目標の転移
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ミヘルスのモデル

グロジェのモデル

組織の規模と複雑性の増大
（代表指導者の必要性）

ハイアラキーに基づく命令系統

寡頭制
・指導者の優位性の蓄積
・エリート層の形成
・権力の集中

一般成員の心理的依存 指導者の卓越した能力

非個人的な規則の発達
　　　　　　↓
意思決定の集権化
　　　　　　↓
階層分離と個人に対する集団圧力
　　　　　　↓
平行権力関係の発達

官僚制の悪循環

• メーヨーと人間関係論

– ホーソーン実験

– 労働者のモラール（士気）の重要性

– 心理社会的欲求と組織の非公式構造

• バーナード「協同システムとしての組織」

– 協同（貢献）意欲、共通目的、伝達

– 公式組織と非公式組織

– 権威の受容理論

• パーソンズの３つの下位システム

– 技術システム、管理システム、制度システム

– 階層的な連結関係の質的な分離

バーンズとストーカー

– 機械的組織と有機的組織

– 安定した環境と市場や技術の変化の速い環境

– 合理的システムモデルと自然システムモデルの
統合化

ローレンシュとローシュ

課業環境　　　　　　分化　　　　統合　　　　　　業　績

組織過程

不確実性 部門化
専門化

統合メカニズム
紛争解決

ウッドワード「生産技術と組織構造」

非常に
高くて
狭い

管理範囲
小

多い大きい多い連続生産
（有機的）

高くて

広い

管理範囲
大

中中中大量生産
（公式・機械的）

フラット管理範囲
中

少ない小さい少ない小バッチ
（非公式・有機的）

組織の

形

最下層

管理職

管理職

比率

トップの

管理範囲
組織
階層

テクニカル
コア

緩衝部門

インプット アウトプット

テクニカル
コア

バウンダリー
スパナー

バウンダリー
スパナー

調整活動 調整活動

インプット アウトプット

トンプソンの緩衝化戦略
と橋渡し戦略

ブラウ「組織規模と組織構造」

（１）組織の規模が拡大するにつれて、部門や機能などに基づ
く細分化が起こる。ただし、細分化のスピードは、組織の拡大
とともに減速する。

（２）組織の細分化が進展すると、管理（間接部門）の割合が
大きくなる。

部門の中は人材の均質化、部門間でみると多様化
部門の拡大→人材均質化→管理コストの減少
部門数の増加→部門間の多様化→調整コストの増大

組織の拡大→規模の経済→組織効率の向上
調整コストの増大→間接部門の肥大化→組織効率の低下



4

社長

研究開発 製造 販売 その他

スタッフ

①初期の事業拡張
②集権化による合理化
③新しい製品や市場への進出
④新しい分権型組織の発展

総合本社

本社スタッフ

事業部A・中央本社 事業部B・中央本社

研究開発 製造 販売 その他 研究開発 製造 販売 その他

チャンドラー「組織は戦略に従う」 組織エコロジー（組織生態学）

• なぜこれほどまでに様々な種類の組織が
存在するのか→進化論的接近

• 進化プロセス（変異→淘汰→保持）

• 組織単体ではなく、特定の形態の組織の
個体群全体の動き（出生死滅のダイナミズ
ム）

– 組織群：存続のために必要な資源が似ている
組織のグループ

• 組織単体の力を超えた大きな法則性

• 構造的コンティンジェンシー理論
– 組織は環境変化に適合できる

– 環境変化に対し、既存の組織は構造・
形態を変えて生存していくことができる

• 組織エコロジー
– 組織は環境変化に適合できない

– 環境変化に対し、既存の組織は滅び、
代わりに新形態の組織が新たに出現し
てくる

組織年齢と生存率・死亡率（組織の寿命）

• 誕生時の脆弱性（右下がり曲線）
– 自然淘汰

– 小規模の脆弱性

• 青年期の脆弱性（逆U字型曲線）
– 授かり効果

• 加齢（陳腐化）の脆弱性（右上がり曲線）
– 構造慣性

– モメンタム

組織慣性(構造慣性）

• 内的要因

– 埋没コスト（工場、設備、人員、能力・・・）

– 組織内のボトムアップな情報伝達

– 組織内部の権力構造

• 外的要因

– 参入障壁、退出障壁

– 環境の情報入手の困難性

– 正当性への配慮

①環境は、慣性力の高い組織を選別する（慣性力
の低い組織は自然淘汰される）

②組織の慣性力は、組織年齢とともに高まる

③若い組織ほど死亡率が高い（誕生時・青年期の脆弱
性）
　年齢の高い組織は自然淘汰を生き延びた組織であり、構造
慣性が強い

④構造慣性が高いと環境変化に適応できない（加齢の
脆弱性）

⑤環境変化に対して、急激な組織変革（再組織化・組
織の再構築）を行うと、時計の針を元に戻す（構造慣
性の弱い赤ん坊状態に戻る）

⑥再組織化の試みは組織の死亡率を高める

⑦環境の複雑化は組織の死亡率を高める


